
荒尾市 
令和２年度 
当初予算案概要 

令和2年度より全小中学校にタブレットを導入します。 

※写真はモデル校として先行導入した桜山小学校の学
習風景です 
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令和２年度会計別予算規模 

予算規模 

 一般会計当初予算 ２３３億５，０００万円  

会 計 名 令和２年度 令和元年度 当初予算の比較 

一 般 会 計 233億5,000万円 225億9,000万円 +7億6,000万円（+3.4％） 

特 
別 
会 
計 

国民健康保険特別会計 73億3,435万円 74億7,431万円 △1億3,996万円（△1.9％） 

後期高齢者医療特別会計 8億5,400万円 7億8,941万円 +6,459万円（+8.2％） 

介護保険特別会計 63億5,653万円 60億7,723万円 +2億7,930万円（+4.6％） 

南新地土地区画整理事業特別会計 7億8,298万円 8億4,059万円 △5,761万円（△6.9％） 

企 
業 
会 
計 

水道事業 
収益的支出 10億8,297万円 10億3,893万円 +4,404万円（+4.2％） 

資本的支出 8億5,016万円 8億2,409万円 +2,607万円（+3.2％） 

下水道事業 
収益的支出 12億9,511万円 13億332万円 △821万円（△0.6％） 

資本的支出 10億6,171万円 10億2,277万円 +3,894万円（+3.8％） 

病院事業 
収益的支出 66億8,793万円 65億9,661万円 +9,132万円（+1.4％） 

資本的支出 5億6,028万円 7億4,537万円 △1億8,509万円（△24.8％） 
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 一般会計歳入予算 

歳入予算の内訳 

 歳入は、市税や地方交付税など、その性質により区分することとなっています。また、市税、施設
使用料などの「自主財源」と、国や県によって額が決められ、交付されたりする「依存財源」の２つに
区分されます。 

区   分 説明 当初予算額 前年度比 

自主財源 75億3,360万円 △2.2％ 

市   税 市民税や固定資産税等 52億1,231万円 △0.5％ 

分担金及び負担金 保育料等 1億5,022万円 △32.3％ 

使用料及び手数料 
施設の使用料や 

各証明書の交付手数料 
6億397万円 ＋2.0％ 

繰 入 金 基金などからの繰入金 9億6,199万円 △16.7％ 

そ の 他 寄附金や受託事業収入 6億511万円 ＋22.1％ 

依存財源 158億1,640万円 ＋6.2％ 

地方交付税等 
地方交付税や地方譲与税な
ど、国が集めた税金などが一
定割合で配分されるもの 

61億9,980万円 ＋2.3％ 

国県支出金 
特定の事業に対する国県から
の補助金など 

67億1,600万円 ＋2.7％ 

市   債 
大きな事業を行うために国や
銀行から借り入れるお金 

17億7,460万円 ＋32.2％ 

地方消費税交付金 
地方消費税を財源として交付
されるお金 

11億2,600万円 ＋19.5％ 

財源構成 

依存 
財源 
67.7％ 

自主 
財源 
 32.3％ 
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 一般会計歳出予算【目的別】 

歳出予算の内訳 
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 歳出は、民生費、土木費、教育費など、その目的により区分することとなっています。 

区  分 説  明 当初予算額 前年度比 

議 会 費 議員の報酬や議会事務、運営経費 1億9,403万円 △7.2％ 

総 務 費 市全般的な管理事務などにかかる経費 21億271万円 ＋2.5％ 

民 生 費 社会生活を保障するための経費 112億1,134万円 ＋3.0％ 

衛 生 費 市民の健康で衛生的な生活環境を保持するための経費 24億9,642万円 ＋1.8％ 

農林水産業費 農林水産業の振興などにかかる経費 3億7,488万円 ＋5.7％ 

商 工 費 商工業の振興や観光事業にかかる経費 3億3,115万円 △1.1％ 

土 木 費 道路・公園・港湾・市営住宅などの維持、建設経費 21億5,256万円 ＋1.4％ 

消 防 費 消防・水防・災害対策や救急活動にかかる経費 11億4,390万円 ＋30.1％ 

教 育 費 学校教育や生涯学習などの教育分野にかかる経費 16億7,077万円 ＋2.1％ 

公 債 費 市の借金を返済するための経費 15億9,865万円 △0.3％ 

そ の 他 労働環境の維持改善や災害復旧にかかる経費 7,359万円 ＋17.5％ 

合  計 233億5,000万円 ＋3.4％ 



 一般会計歳出予算【目的別】 

R1 R2

衛生費 

議会費                                                      
総務費                                                      

民生費                                                      

衛生費                                                      

農林水産 

業費 

商工費                                                      

土木費                                                      

消防費                                                      

教育費                                                      

公債費                                                      

歳出予算の推移 構成比 

48.0％ 

9.0％ 

10.7 
％ 

9.2％ 

7.2 
   ％ 

6.8 
   ％ 

+3.0％ 

+1.8％ 

+1.4％ 

+2.5％ 

+2.1％ 

 
△0.3％ 
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総務費 

民生費 

土木費 

教育費 

公債費 



 一般会計歳出予算【性質別】 
 歳出をその性質により分類すると、支出の効果がきわめて短期間で終わるものを「消費的経費」、道路・
橋りょう、公園、学校などの建設や大規模改修など、社会資本の整備に要する経費である「投資的経費」、
「その他の経費」に大別されます。 

区  分 説  明 当初予算額 前年度比 

消費的経費 178億4,444万円 ＋2.8％ 

義務的経費 支出することが義務付けられている経費 121億7,927万円 ＋3.1％ 

人件費 職員の給与や手当など 29億 2,811万円 ＋4.3％ 

扶助費 
生活保護、高齢者・障がい者支援などの福祉、医療にかか
る経費 

76億5,251万円 ＋3.4％ 

公債費 市の借金返済にかかる経費 15億9,865万円 △0.3％ 

物件費 光熱水費、消耗品費、委託料など 26億1,678万円 0.0％ 

維持補修費 施設などの維持補修にかかる経費 2億2,904万円 △0.7％ 

補助費等 市民団体等への補助や関係団体への負担金 28億1,935万円 ＋4.7％ 

投資的経費 24億6,959万円 ＋6.5％ 

普通建設事業費 公共施設やインフラ施設の整備にかかる経費 24億6,083万円 ＋6.5％ 

災害復旧事業費 自然災害により被災した公共土木施設等を復旧する費用 876万円 ＋1.6％ 

その他の経費 30億3,597万円 ＋4.0％ 

積立金、出資金、貸付金 市が金融機関に一時的に行う貸付金など 6,731万円 ＋5.8％ 

繰出金 
特別会計や企業会計の必要経費を補てんするためなどの
目的のために支出する経費 

29億6,866万円 ＋3.9％ 

合  計 233億5,000万円 ＋3.4％ 
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 一般会計歳出予算【性質別】 

R1 R2

+2.8％ 

+6.5％ 

+4.0％ 

投資的経費 

その他の経費 

(+3.1％) 

歳出予算の推移 構成比 

投資的経費 

  10.6％ 

その他の経費 

 13.0％ 

消費的経費 
76.4％ 
義務的経費 

（52.2％） 
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消費的経費 

（義務的経費） 



 基金残高（市の貯金） 

財政状況 

 積立基金とは、本市の貯金のことです。災害復旧など臨時の支出や、経済状況の変動で収入
（歳入）が足りないときや、ある特定の目的で事業を実施するときに取り崩します。 

30.9 35.0 37.8 40.0 40.6 
34.2 

10.8 
10.8 

10.8 9.5 8 

6.7 

12.6 
17.5 

18.5 19.2 20.1 

21.3 

0

30

60

90

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1見込 R2見込 

その他 

特定目的基金 

減債基金 

財政調整基金 

54.3 

63.3 
67.1 基金合計 

62.2 

（億円） 
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68.7 

基金残高の推移 

68.7 



 市債現在高（市の借金） 

 市債とは、本市の借金のことです。公共施設などを整備するための財源です。単年度に大きな
負担をしないですみますが、後年度に地方債の元利償還金という形で将来の市民の負担になる
ので、借入れには十分気を付けなければいけません。 

77.1  72.4  66.2  64.3  71.1  
76.4  

82.1 82.9 
83.8 83.9 

82.2 79.9 

0.0

40.0
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200.0

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1見込 R2見込 

市債現在高の推移 

臨時財政 

対策債 

その他 

（億円） 

159.2 155.3 150.0 
148.2 

153.3 
  合計 

156.3 

※ 

※臨時財政対策債と
は、地方一般財源の
不足に対処するため
に平成１３年度から
新設された制度で、
その元利償還金相当
額は後年度、全額普
通交付税に算入され
ます。 
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当初予算編成の基本方針 

荒尾市が目指す将来像 

～人がつながり幸せをつくる 快適未来都市～ 

 新たなまちづくりを目指すため、重点戦略『あらお未来プロジェクト』に
沿った施策を、積極的に推進していきます。 
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『あらお未来プロジェクト』 

１．切れ目のない充実した子育て環境をつくる 

３．雇用の確保と所得の向上で安定した暮らしをつくる 

２．誰もがつながりを持ち、健康でいきいきとした暮らしをつくる 

４．あらおファンを増やすとともに、移住しやすい環境をつくる 

５．先進的で持続可能なまちをつくる 
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あらお未来プロジェクト 主要事業 

 ・子ども医療費助成の拡充       １４Ｐ 

 ・潮湯集いの場等設置事業      １６Ｐ 

 ・移住・定住促進事業         ２１Ｐ 

 ・県民体育祭関連事業             １８Ｐ 

特に重点化した新規・拡充事業 



１．切れ目のない充実した子育て環境をつくる 
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小・中学校ＩＣＴ環境整備事業    ９３，３４９千円 

市内全小中学校において、３クラスに１クラス分のタブレットを導入します。「より
わかりやすく」、「理解が深まる」授業の実践に役立てるとともにめまぐるしく変化
する社会に対応した情報教育を推進します。 
 

  

給食センター整備推進事業 ８８，５０９千円 給食センター 

子どもたちに安心安全でおいしい給食が提供できるよう、荒尾市と長
洲町共同で整備を進めていきます。令和２年度は新給食センター建設
に伴う、基本・実施設計、測量・地盤調査等を行います。 

（小学校７２，９０６千円、中学校２０，４４３千円） 

継続 

小学校照明ＬＥＤ化事業       １４４，９９３千円 

小学校の校舎・体育館の照明のＬＥＤ化を２カ年で行います（令和２年度５校、３年
度５校実施）。学習環境の整備・充実と学校施設の省エネルギー化を一体的に進
めます。 

継続 
教育振興課 

総合的な保健・福祉・子育て支援施設整備推進事業 
                         １１，９５２千円 

健康づくりや子育て支援、地域福祉の充実のため、保健・福祉・子育て支援施設 
の基本構想等を策定します。 

すこやか未来課 

  教育振興課 



１．切れ目のない充実した子育て環境をつくる 
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子ども未来文庫整備事業  ２，６００千円 

児童生徒がより多くの図書に触れることができるよう、学校図書館の充実を図ります。 
児童生徒に読書への関心や親しみを感じてもらい、読書習慣の確立と学力の向上に 
つなげます。 

子ども未来基金活用します 

シンガポール青少年交流事業  ４，３５１千円 

令和元年９月にシンガポール国家文物局と締結した基本合意書をもとに、宮
崎兄弟と孫文の友情の歴史を礎とした青少年交流を行います。市内中学校に
通う二年生11名（各クラスの代表者１名）を選出し、シンガポールを訪問しま

す。現地の生徒と交流したり、文化を学ぶことで、グローバルな視野を有した
荒尾の未来を担うグローカルな人材を育成していきます。 
 

文化企画課 

英語検定チャレンジ事業  ３，９６７千円 継続 
教育振興課 

教育振興課 

中学校卒業時の英語検定３級取得済生徒率の増加、英語学力の向上を目指し、中学校１
年生に対して英語検定料５級相当、中学校２年生に対して英語検定料４級相当、中学校３
年生に対して英語検定料３級相当を市と県で全額助成します。 
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１．切れ目のない充実した子育て環境をつくる 

  
教職員の英語教育スキルアップ事業  ４００千円 

学校教育課 

中学校フリースクール事業  ４，８０７千円 
学校教育課 

令和２年度から小学校３・４年生の外国語活動と５・６年生の英語の教科化がスタートし、
令和３年度から中学校の英語の授業はオールイングリッシュの授業へと変わります。 

そこで、先進的な取組を行っている講師を招き、市内小中学校教職員の研修を実施する
ことで、英語教育スキルの向上を図ります。 

中学校１校を不登校生徒支援指定校とし、教室になかなか入ることができない、または
不登校・不登校傾向にある生徒が安心して学習や生活ができる教室「サポートルーム」
を設置します。「サポートルーム」には専任の指導員が常駐して、生徒の不登校の解消
や未然防止、社会的自立に向けた積極的な支援を行います。 



子ども医療費助成の拡充 ４，３０１千円 

中学生までの医療費完全無料化を行い、自己負担をなくします。 
（令和３年１月診療分から対象） 
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学校給食費無償化事業  １１２，８９６千円 

子育て支援課 

継続 
給食センター 

１．切れ目のない充実した子育て環境をつくる 

小学校の給食費を補助（無償化）します。将来を担う子どもたちの成長を市民全体で支えることで、安心して子育
てができるまちを目指し、移住・定住の促進にもつなげます。 

多子世帯の保育所等の副食材料費の補助  
                  １１，３４０千円 継続 

子育て支援課 

第３子以降の児童について、園で提供されるおかずやおやつ（副食材料費）にかかる費用
の一部を補助します。 

子育て世帯の経済的負担を軽減します 
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保育補助者雇い上げの強化               
                    １６，２３２千円  
保育所等における保育士の業務負担を軽減し、保育士の離職防止を図ることを目的とし
て、保育士の補助を行う保育補助者の雇い上げに必要な費用を補助します。 

子育て支援課 
継続 

１．切れ目のない充実した子育て環境をつくる 

  保育士家賃の補助     ２，４００千円  

継続 
子育て支援課 

本市に転入し、市内の保育所等に新たに勤める保育士に対して、家賃の一
部助成を行います。保育士の処遇を改善することで、待機児童の解消に必
要な保育士を確保します。令和元年度は、５名が利用しています。 

待機児童の解消を目指します 



新病院イメージ 

２．誰もがつながりを持ち、健康でいきいきとした 
  暮らしをつくる 
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潮湯集いの場等設置事業 １５，０００千円 

高齢者の健康増進のため、潮湯に健康体操教室等を実施できる集いの場を設置します。
集いの場は休憩室としても使用できるため、利用者同士の憩いの場となる予定です。 

福祉課 

市民病院 
継続 

新病院建設について、令和２年度は施工予定者を選定したうえで実施設計業務を中心に行い、令和３年度か
らの建設工事着工に向けて進めていきます。 
 
                                 （事業費内訳）         実施設計費  ９４，７３０千円 
                                                 造成設計費   ４，１０９千円 
                                     アスベスト、ダイオキシン調査費   ６，４００千円 
                                     実施設計技術協力業務委託料   ５，０００千円 
                                        建設事業支援業務委託料  ４４，０００千円 

 
 

新病院建設関連事業 １５４，２３９千円 
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フレイル予防教室  ５，２００千円（介護特会） 

フレイル（加齢による心身の衰え）予防を重点的に行う介護予防教室を新たに実施しま
す。教室では、運動機能を向上させるトレーニングのほか、口腔や栄養に関する講座も
行います。週に1回、あらおシティモールにて開催予定です。 

生活習慣病等を予防するための二次検査の実施               
                                             ７０５千円（国保特会） 

糖尿病を始めとする生活習慣病の発症と、その合併症である心血管疾患の重
症化の予防のため、特定健診の結果に基づいて、頸動脈エコー検査などの二
次検査を実施します。 
 

保険介護課 

２．誰もがつながりを持ち、健康でいきいきとした 
  暮らしをつくる 

成年後見制度利用促進体制整備事業   ２，８８４千円 

認知症や障がいにより判断能力が不十分な方が成年後見制度を適切に利用できるよう
に支援するため、地域連携ネットワークの構築とその中核となる「荒尾市権利擁護推進
センター」（仮称）の設置を行います。センターの設置により、認知症の症状や障がいが
あっても地域で安心して暮らせるまちを目指します。 
 

保険介護課
福祉課 

保険介護課 



生涯学習課 
県民体育祭関連事業   １５，９６７千円 
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生涯学習課
福祉課 

荒尾市出身の日本代表選手が活躍する姿を一緒に応援できるよう、パブリック 
ビューイングを実施します。選手の活躍と健闘に声援を送り、感動を共有すること 
で、スポーツへの関心や郷土愛の醸成を図ります。 

東京オリンピック・パラリンピック応援事業 ８，９４９千円 

２．誰もがつながりを持ち、健康でいきいきとした 
  暮らしをつくる 

継続 

第７５回熊本県民体育祭玉名・荒尾大会を玉名郡市と合同で実施します。県内最大の 
スポーツ大会を開催することにより、競技スポーツに触れる機会を拡大し、スポーツの振興、 
健康増進を図ります。 
【日時：令和２年９月１９日～２０日】 
 【荒尾市で開催予定の競技：陸上競技、水泳、軟式野球、ソフトボール女子、バスケッボー
ル男子、弓道】 



バスで行く「企業視察ツアー」事業 １６５千円 
産業振興課 
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継続 

産業振興課 

有効求人倍率は依然として高い水準で推移しており、荒尾市内においても企業の人手
不足は喫緊の課題となっています。市内企業の強みを直接アピールし、魅力を直に感じ
てもらい、若者の地元就職へつなげることを目指し、学校の進路指導の先生方や保護
者等を対象として、荒尾市内の企業を体感できるバスツアーを行います。 

荒尾・大牟田連携「地元企業と学校の情報交換会」事業 
                              ５１千円 

地元企業の認知度の向上を図り、地域の高校生の地元就職率向上、企業の人材確保を
支援するため、大牟田市と連携して地元企業と学校の情報交換会を実施します。 
会場は大牟田市との輪番制とし、令和２年度は大牟田市で開催します。 

３．雇用の確保と所得の向上で安定した暮らしをつくる 

継続 奨学金返済わか者就労支援事業 ４，１２３千円 
産業振興課 

市内に居住し、かつ市内事業所等に就職した‘わか者’の奨学金返済に係る費用の一
部を補助します。令和元年度まで２６名が利用し、市内企業への雇用につながっていま
す。 



３．雇用の確保と所得の向上で安定した暮らしをつくる 

農水産物販路拡大推進事業 ３，２９９千円 
農林水産課 

特産品販売・観光交流拠点整備推進事業 １７，２１５千円 
産業振興課 
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継続 

本市特産の梨について、販路拡大による所得向上を目的として、梨農家や販売関連団体、
消費者ニーズについての調査を行います。 

南新地地区で予定している道の駅あらお（仮称）について、機能や施設規模、配置計画、事
業手法等を具体化するため、基本計画を策定します。 
また、官民連携した整備を進めるため、 ＰＰＰ／ＰＦＩの可能性調査を行います。 



４．あらおファンをふやすとともに移住しやすい環境をつくる 

多世代定住支援補助  ３，１００千円 
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子育て応援空家活用補助  ２，６００千円 

 
 

転入促進補助  ３，１００千円 

建築住宅課 

くらしいきいき課 

くらしいきいき課 

空家の有効活用を図るため、子育て世帯の空家を取得し改修する費用に対して補助金を交付します。 
・補助対象者：１８歳未満の子どもを持つ子育て世帯 
・補助率：対象経費の１／２、上限５０万円 

移住・定住を促進します 

多世代が互いに支えあい、安心して暮らし続けることができる環境づくりを支援するため、親世代が
市内に居住しており、子世代が新たに親世代と同居または同一小学校区内に居住し、住宅を取得、
改修する場合などに補助金を交付します。 
・補助対象者：１８歳未満の子どもを持つ子育て世帯 
  （同居に際し、親世代が改修費を支出する場合は親世代が対象） 
・補助額：１件当たり１５万円 
 

将来においても持続的な地域づくりを推進するため、市外居住者が本市に新たに住宅取得を伴い転
入する場合などに補助金を交付します。 
・補助対象者：住宅取得（新築・購入等）を契機として市外から本市に転入する者 
・補助額：１件当たり１５万円 
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「中華料理フェスｉｎ宮崎兄弟生家」 
日中友好促進会議設立４０周年記念事業補助 １，７４１千円 

文化企画課 

荒尾市日中友好促進会議の設立４０周年を記念して、食文化を通して日中友好交流の促進を
図ります。会場は宮崎兄弟の生家で、中国駐福岡総領事館の協力のもと、宮崎兄弟と孫文の
友情の歴史を紹介するステージイベントも実施します。 

インバウンド対応力強化・支援事業 １，０５０千円 

年々増加傾向にある外国人観光客がストレスなく観光を満喫できるよう、市内
事業者のホームページや案内表示、メニューの多言語化等、外国人観光客の
受入環境を整備する事業に補助を行い、誘客の促進を図ります。 

産業振興課 

継続 

４．あらおファンをふやすとともに移住しやすい環境をつくる 

万田坑の世界文化遺産登録５周年を記念し、万田坑や荒尾干潟水鳥・
湿地センター、宮崎兄弟の生家など、本市の観光資源を多く巡ってもら
えるように、年間を通したスタンプラリーを開催します。 

荒尾市周遊観光促進（スタンプラリー）事業 
                   １，５００ 千円 

産業振興課 



令和２年度荒尾市予算案の概要                                                          23. 

国重要文化財建造物(万田坑)保存修理事業 
                  １３３，００３千円 

文化企画課 

経年劣化が著しい万田坑の倉庫及びポンプ室と安全燈室及び浴室を閉山時の
状態を維持するため、保存修理と構造補強工事を行います。 

工事期間中は仮設の見学施設や工事内容の説明板を設置することにより、文
化財構造修理の紹介を行います。また、修理完了後（令和４年度）は公開エリア
が拡大しますので、万田坑のさらなる魅力発信につなげます。 

環境保全課 

継続 

荒尾干潟水鳥・湿地センター１周年記念イベント 
                      ３，５００千円 

荒尾干潟水鳥・湿地センターの開館1周年を記念し、常設展示の他に普段触れる

ことができない珍しい生きものの展示や、著名人による干潟での様々な楽しみ方
の紹介などを通じて、来館者が干潟に親しみ、楽しむことができるイベントを開催
します。 

４．あらおファンをふやすとともに移住しやすい環境をつくる 



５．先進的で持続可能なまちをつくる 
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都市計画課 

令和2年度はこれまでに引き続き造成工事、水路工事を進めるほか、建物移転補
償や戸建住宅区画及び場外馬券場移転区画の道路整備に着手します。 

南新地土地区画整理事業特別会計 
７８２，９８１千円 

継続 

南新地地区ウェルネス拠点形成プロジェクトマネジメント事業 
                               ９，２６２千円 

総合政策課 

ウェルネス拠点として機能連携による相乗効果を図るため、道の駅等の行政主体の事業と温浴施
設等の民間主体の事業間の進捗管理の一元管理等を行い、目指すべき方向性を共有するための
マネジメントを行います。 



５．先進的で持続可能なまちをつくる 
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これまで市内に２２箇所設置しています「みまもりカメラ」について、令和２年度では、市内１２箇所の公道に
新たに設置し、犯罪が起きにくい地域づくりを目指します。また、高齢者等の徘徊による行方不明の防止、早
期発見につなげます。 

地域みまもりカメラ設置事業      ５８４千円 

防災情報伝達システム設備整備事業 ３９６，３３９千円 

ポータブル蓄電池・備蓄倉庫の整備 １１，７０３千円 
防災安全課 

継続 
防災安全課 

災害時に避難情報などを住民へ迅速かつ確実に伝達するための情報伝達シス
テムと庁内の防災関係部署との連携をより迅速に行うために、防災情報の収集・
共有が可能となる総合防災システムを整備します。 
 

停電時でも市の災害対応業務が継続して行えるよう最低限必要な電力を
確保するため、ポータブル蓄電池を整備します。また、災害時に避難所等
へ速やかな物資の供給を可能とするため、２箇所の避難所に備蓄倉庫を
設置します。 

災害等から守ります 

防災安全課 



５．先進的で持続可能なまちをつくる 
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ＡＩ－ＯＣＲ導入事業 ３，１９５千円 
文化企画課 

業務の効率化を図るため、人工知能技術を取り入れたOCR（光学文字認識）を活用し、
職員が手入力していた手書き申請書などの帳票を瞬時にデータ化します。 
システムへの取り込みを行うことで、単純作業の軽減を図ります。 

合併処理浄化槽設置補助【地域公民館】 １，２４２千円 

自治公民館（地域の公民館）に対して、浄化槽設置に要する経費に係る補助金を交付
することで、生活雑排水の処理はもとより、地域における活動拠点の充実、災害時の
自主開設避難所としての機能性向上を図ります。 

環境保全課 

【補助金額：５人槽３３２千円、７人槽４１４千円、１０人槽以上５４８千円】 


